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要 約

ウシの過剰排卵処理の簡易化を目的に、ウシへの有効性が報告されているヒト閉経期

性腺刺激ホルモンの２回投与による簡易過剰排卵処理方法について検討した。

１ 胚の回収成績は、hMG 区では平均推定黄体数 16.4 個、回収胚数 16.8 個、正常胚数

13.7 個であり、FSH 区ではそれぞれ 13.6 個、13.8 個、10.4 個と有意な差はないもの

の hMG 区において良好な成績が得られた。

２ 正常胚率は hMG 区では 81.3%であり、FSH 区では 75.9%と hMG 区が高い傾向が認めら

れた。

３ 胚のランク別割合は、hMG 区ではＡランク 60.4%、Ｂランク 17.2%、Ｃランク 4.1%で

あり、FSH 区ではそれぞれ 57.7%、12.3%、5.9%と hMG 区がＡおよびＢランクともに若

干高い割合であった。

以上のことから、hMG を用いたウシ過剰排卵処理の簡易投与法は、一般に実施されて

いる FSH を用いた漸減投与法に比べ有意差はないものの良好な胚回収成績が得られるこ

とから、処理の簡易化に有効な方法であることが示唆された。

黒毛和種、過剰排卵処理、ｈＭＧ、簡易化キーワード：

緒 言

ウシの胚移植技術は普及が進み、本県におい

て年間のべ 350 頭以上の供胚牛から胚回収が実

施され、のべ 2,000 頭以上の胚移植が行われる

ようになってきている。

胚移植に必要な良質胚を多数確保するために

は過剰排卵処理技術は必要不可欠である。ウシ

の過剰排卵処理は、これまでの研究からブタ由

来卵胞刺激ホルモン（以下「FSH」という）を用

いた漸減投与方法が広く実施されている。しか

し、この方法では１日２回、複数回のホルモン

投与を行わなければならず、獣医師への労力の

煩雑性や注射等による牛へのストレスの負荷な

どが問題点として残っており、過剰排卵処理の

簡易化が望まれている。

近年、過剰排卵処理の簡易化方法としてポリ

ビニルピロリドン（以下「PVP」という)や水酸

化アルミニウムゲルを溶媒とした FSH の１回投

与による簡易化法が開発され、FSH の漸減投与

法と同等の胚回収成績が得られている が、1)～ 6)

市販されるまでには至っていない。

一方、人領域の排卵誘発、不妊症の治療薬と

して広く用いられている ヒト閉経期性腺刺激７）

ホルモン（以下「hMG」という）は、Lauria ら

がウシの過剰排卵処理に使用し初めてその有８）

効性を報告した。その後、江藤ら 、勝見ら 、９） 10）

菅野ら は、hMG を用いた漸減投与法による過11）

剰排卵処理を実施し、FSH を用いた方法に比べ

胚回収成績が向上したと報告している。また、

菅野と篠木 は hMG を PVP 溶液に溶解して投与12）

することで過剰排卵処理の簡易化が図られるこ

とを報告している。

そこで、今回従来どおりの生理食塩水を溶媒

とし、高い卵胞刺激作用を有する hMG の投与回

数を減少した過剰排卵処理の簡易化について検

討した。

材料及び方法

１ 供胚牛
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同一飼養条件で管理されている当センター繋

養の黒毛和種経産牛（産歴１～ 13 産）16 頭を

用いて、１頭につき各区の処理を 1 回ずつ反復

処理し、各区ごとの処理は 60 日以上の間隔を設

けて実施した。

２ 実施期間

平成 18 年 12 月～平成 19 年９月

３ 試験区分および方法

（１）過剰排卵処理

供胚牛に対して膣内貯留型プロジェステロン製

剤（イージーブリード：家畜改良事業団）を性周

期に関係なく挿入し、14 日後に除去することに

より基準発情を誘起した。発情は直腸検査により

確認し、発情と判断できた個体に対しては２％ポ

ピドンヨード剤（ネオヨジン液：三鷹製薬）を子

宮内に 50ml 注入した。発情後 10 日から 12 日目

に直腸検査により開花期黄体を確認できた供胚牛

に対して各試験区ごとの過剰排卵処理を実施した。

性腺刺激ホルモン（以下「GTH」という）は、hMG

（HMG 注テイゾー 150：あすか製薬）と FSH（ア

ントリンＲ：川崎三鷹製薬）を用い、GTH 投与開

２α始３日目の朝と夕方にプロスタグランジンＦ

（プロナルゴンＦ：ファイザー製薬）をそれぞれ

20mg、10mg の総量 30mg を臀部筋肉内に投与し発

情を誘起した。人工授精は、GTH 投与開始５日目

の夕方と６日目の朝の計２回実施した。

基準発情

CIDR挿入 除去 イソジン注入 SOV開始 ＡＩ　AI 胚回収

０(日) １４ １６

０(日) ５　６ １２

図１　　黒毛和種における胚回収実施プログラム

10～１２日 CIDR（14日間）

　CIDR：膣内貯留型プロゲステロン製剤　　　　SOV：過剰排卵処理　　　AI：人工授精

（２）試験区分

試験区の設定は、hMG を用いて投与回数を２回

のみに減らした hMG 区と対照区として従来どおり

に FSH を３日間の計６回投与する FSH 区を設け、

図１に示したとおり処理を行った。

（ア）hMG 区

hMG 区は、hMG 総量 300IU を生理食塩水に溶解

し、処理開始１日目の朝夕２回のみ 150IU ずつ頸

部皮下に投与した。

（イ）FSH 区

FSH 区は、FSH 総量 20AU を頸部皮下に１日２回、

３日間減量投与（5、5、3、3、2、2)する通常の

漸減投与法で行った。

図２　ｈ MG製剤を用いた過剰排卵処理方法

5AU     　  5AU  　  3AU 　　　3AU  　  2AU        2AU
FSH

SO V 　 1 日 目 SO V 　 2 日 目 SO V 　 3 日 目

ＰＧ         ＰＧｈMG
150IU       150 IU

　FSH：卵 胞 刺 激 ホ ル モン製 剤 　　　　ｈMG：ヒト閉 経 期 性 腺 刺 激 ホ ル モン製 剤
　SOV：過 剰 排 卵 処 理 　　　　　　　 　　PG：プロス タグランジンF2α 製 剤

FSH区

ｈMG区

ＰＧ         ＰＧ
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（３）胚回収

胚回収は、過剰排卵処理後の発情日を０日とし

て、７日目（GTH 処理後 12 日目）にバルーンカ

テーテルを用いて非外科的に行った。胚回収後に

プロスタグランジンＦ 類縁体（エストラメイト２α

：ナガセ医薬）を２ ml 筋肉内投与すると共に２

％ポピドンヨード剤を子宮内に 50ml 注入した。

回収胚のランク分けは、Lindner ら に従って分13）

類し、それぞれの胚回収成績ならびに胚の品質を

比較検討した。なお、黄体数は直腸検査により推

定した。

４ 統計解析

データの統計処理は、ｔ-検定により行った。

結果及び考察

処理方法別の胚回収成績を表 1に示した。hMG

区の平均推定黄体数 16.4 個、平均回収卵数

16.8 個および平均正常胚数 13.7 個であったの

に対して FSH 区ではそれぞれ 13.6 個、13.8 個、

10.4 個とすべての結果において有意な差は認め

られなかったが、投与回数を減らした hMG 区に

おいて良好な成績が得られた。また、回収総数

に対する移植可能胚数の割合を示した正常胚率

を比較してみると hMG 区で 81.3%（219/268）に

対し FSH 区が 75.9%（167/220）と有意な差はな

いものの hMG 区が高い傾向であった。

次に処理方法別の回収胚のランクを表２に示

した。回収された正常胚のランク割合を見てみ

ると、Ａ、Ｂ、Ｃランク別の割合は hMG 区で

60.4%、17.2%、4.1%であったのに対して FSH 区

ではそれぞれ 57.7%、12.3%、5.9%であり、hMG

区が若干高い成績であった。

処　理　区
ｈＭＧ

２回投与
ＦＳＨ

漸減投与

 処理頭数 16 16

 推定黄体数 16.4± 9.9 13.6±10.9

 残存卵胞数  0.2± 0.5  0.2± 0.5

 回収総数 16.8±11.1 13.8±12.2

 正常胚数 13.7±11.2 10.4± 9.9

 正常胚率(%)1) 81.3% 75.9%

　値は平均値±標準偏差
  1)正常胚率＝正常胚数／回収総数×100

表1　過剰排卵処理別の胚回収成績

FSH は、半減期が短いため、過剰排卵処理に

は頻回投与する必要がある とされており、吸14）

収性の早い生理食塩水に溶解しウシの過剰排卵

処理に利用する場合には、１日２回、３～４日

間減量しながら投与する方法が一般的である。

今回試験に用いた hMG も、FSH と同様に半減期

が短いホルモンと推定されており、FSH と同様

に１日２回、数日間減量投与する方法において

は、FSH と同等以上の胚回収成績が得られると

報告 されている。今回、私たちが行った９）－ 11）

hMG を２回のみ投与する簡易法は今までのとこ

ろ報告されておらず、これまでの報告と比較す

ることはできないが、一般に利用されている

FSH を用いた漸減投与法に比べ若干ではあるが

高い胚回収成績ならびに回収胚の品質が得られ

たことから生理食塩水を溶媒に用いたウシ過剰

排卵処理方法の簡易化を図る上で有効な手技で

あると考えられた。

これまで、ウシ過剰排卵処理の簡易化は FSH

を PVP や水酸化アルミニウムゲルに溶解して投

与する方法で試みられ、漸減投与法と同等の胚

回収成績が得られることが報告されている 。１）－６）

また、菅野と篠木 は hMG を PVP 溶液に溶解し12）

１回投与することにより、hMG の漸減投与法と

同等の採胚成績を得ている。PVP や水酸化アル

ミニウムゲルは、物質の体内への吸収を遅延さ

せ持続的にする効果があり、FSH を PVP に溶解

して１回のみ投与した場合、血中レベルでの
15）FSH 動態は漸減投与法と同等であると武富ら

は報告している。また、水酸化アルミニウムゲ

ルを溶媒とした場合でも同様の報告 がなされ６）

ている。しかし、hMG を用いたウシの過剰排卵

処理では、血中レベルでのホルモン動態を調査

した報告はなく、作用機序や体内への吸収速度

などは不明である。本試験において投与部位を

頸部皮下としたことから、一般的に投与されて

いる筋肉内投与よりも体内への吸収速度が遅延

し、持続的な吸収につながったとも考えられる

が、今回、血中のホルモンの動態を調査してい

ないため、ホルモンの持続時間等を明らかにす

ることができず、今後の検討が必要であろう。

区分 回収総数 Aﾗﾝｸ Bﾗﾝｸ Cﾗﾝｸ 変性卵

ｈＭＧ区 268 60.4 17.2 4.1 18.3

ＦＳＨ区 220 57.7 12.3 5.9 24.1

回収総数に対する割合（％）

表２　投与方法別回収胚の品質
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しかし、ホルモン等の作用機序を明らかにでき

なかったので推測の域を脱しえないが、今回得

られた結果から hMG の中に含まれる FSH 活性は

高く、持続的に作用しているものと推測された。

今後は、hMG を投与した場合の FSH、LH、エス

トロジェン等のホルモン動態や卵胞発育の観察

などを検討し、hMG の作用機序や体内吸収速度

を明らかいくと共に hMG を用いたウシ過剰排卵

処理のさらなる簡易化方法を検討する必要があ

ると思われた。
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